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三

二

一

小
品
系
般
若
経

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造勝

崎

裕

彦

一

小
品
系
般
若
経

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
と
は
、
梶
芳
光
運
博
士

の

「般

若
経
科
判
」
に
い
う

「第
二
編
実
相
品

・
第
五
章
久
発
意
菩
薩
品
」
に

　ユ
　

相
当
す

る
箇
所
の
章
段
名

で
あ
る
。
も
と
よ
り
梶
芳
博
士
は
、
大
品
系

統
の
無
叉
羅
訳

『放
光
般
若
経
』
を
基
軸
と
し
て
、
小
品
系
統

の
支
婁

迦
識
訳

『道
行
般
若
経
』
を
含
ま
し
め
た
科
文
を
制
作
さ
れ
た
わ
け
で
、

筆
者
は
、
こ
の
中
か
ら
と
く
に
原
初
的
な
小
品
系
統
の
経
文
に
焦
点
を

　　
　

絞

っ
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
小
品
系
般
若
経

の
本
体

の

教
説
は

「第
二
編
実
相
品
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
第

一
章
品

〈須
菩

提
品
〉

を
冒
頭
の
出
発
章
品
と
し
て
、
第
二
章
品

〈天
王
品
〉

・
第
三

章
品

〈
種
姓
品
〉

(筆
者
は
、
〈善
男
子
善
女
人
品
〉
と
呼
び
換
え
て
い
る
)
・

第
四
章
品

〈新
発
意
菩
薩
品
〉
・
第
五
章
品

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
・
第
六

章
品

〈
不
退
転
菩
薩
品
〉
・
第
七
章
品

〈総
摂
品
〉

へ
と
継
承
展
開
し
、

最
終

の
菩
薩
行
道
篇

の
章
品
と
考
え
ら
れ
る

〈常
暗
菩
薩
品
〉
を
別
編

と
し
て
い
る
。
梶
芳
博
士
は
、
新
発
意
菩
薩
↓
久
発
意
菩
薩
↓
不
退
転

菩
薩
↓

一
生
補
処
菩
薩
と
い
う

『般
若
経
』

の
四
種
菩
薩
の
階
位
の
進

展
に
よ
っ
て
経
文

の
構
成
要
素
を
解
析
し
、
こ
こ
に
い
う
小
品
系
統
で

は
、
〈新
発
意
菩
薩
品
〉
↓

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
↓

〈不
退
転
菩
薩
品
〉

　ヨ
　

の
三
階
位
に
よ
っ
て
の
章
別

・
科
判

へ
と
大
成

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
第
五
章
品

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
経
文
解
釈
を
目
指
し
て
、

小
品
系
統
に
説
か
れ
る
久
発
意
菩
薩
を
め
ぐ
る
教
説
過
程
を
分
析
整
理

　　
　

し
た
い
。
い
う
と
こ
ろ
の
久
発
意
菩
薩

と
は
、
久
発
心
菩
薩
と
か
久
行
菩
薩
、
久
修
習
菩
薩
な
ど
と
訳

さ
れ
て
、
新
発
意
菩
薩
に
続
く
小
品
系
般
若
経

の
第
二
階
位
の
菩
薩
で

あ
る
。
最
初
の
発
心
を
し
て
か
ら
、
す
で
に
久
し
い
時
間
も
経
過
し
、

な
に
よ
り
も
、
す
で
に
久
し
い
修
行
を
積
み
重

ね
て
き
た
菩
薩
で
あ
る
。

大
乗
菩
薩
道
に
進
み
入
っ
て
、
久
し
い
間
の
修
習
実
践
を
繰
り
返
し
て

き
た
先
輩
の
菩
薩
、
古
参

の
菩
薩
で
あ
る
。
『大
般
若
経
』
第
四

・
五

会
な
ど
の
玄
　
訳
で
は
、
「久
発
心
修
諸
勝
行
菩
薩
」
と
訳
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
す
ぐ
れ
た
菩
薩
の
修
行
を
久
し
く
行
な

っ
て
、

よ
く
勤
め
修
め
て
い
る
菩
薩
と
い
う
理
解

で
あ
る
。
す
な
わ
ち

く久
発
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小
品
系
般
若
経

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造

(勝

崎
)

三
二
二

意
菩
薩
品
〉
は
、
前
段
の

〈新
発
意
菩
薩
品
〉
の
教
説
を
継
承
し
て
、

菩
薩
行

の
継
続
と
深
化
を
促
し
、
般
若
波
羅
蜜
の
教
説
の
さ
ら
な
る
展

開
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
章
段
を
形
成
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
本
稿
で
も
論
題

に

「教
説
構
造
」
と
標
記
し
た
が
、
こ
れ

は
、
梶
芳
博
士
が

「般
若
経
科
判
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
大
品
系
統
の

『放
光
般
若
経
』

の
科
節

・
分
段
に
依
拠
し
な
が
ら
、
小
品
系
般
若
経

の
経
文

に
戻

っ
て
先
行
教
説
を
把
握
し
、
解
釈
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
小
品
系
統
か
ら
大
品
系
統

へ
と
増
広
拡
大
し
た
大
部

般
若
経
典
の
形
成
過
程
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
教
説
内
容

の
祖
型
を

確
認
し
よ
う
と
す
る
視
座
に
立

つ
も
の
で
、

〈久
発
意
菩
薩
品
〉

の
理

解

へ
の
道
す
じ
を
さ
ぐ
り
た
い
。

二

ま
ず
左
に

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
各
種
テ
キ
ス
ト
の
章
品
名
に

つ
い

　
ら
　

て
、
小
品
系
統
の
基
本
的
な
各
種
諸
本
の
比
較
対
照
表
を
掲
示
す
る
。

◎
小
品
系
般
若
経

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
章
品
名

一
覧
表
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小
品
系
般
若
経

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造

(勝

崎
)

三
二
三

こ
れ
ら
の
各
種
章
品
区
分
並
び
に
章
品
名
を

一
瞥
し
て
み
る
と
、
お

お
む
ね
、

〔A
〕
讃
持
品
↓

〔B
〕
魔
事
品
↓

〔C
〕
少
如
品
↓

〔F
〕

不
思
議

品
↓

〔H
〕
讐
喩
品
と
い
う
五
品
五
区
分

の
教
説
展
開
に
よ
っ

て
、
〈久

発
意
菩
薩
品
〉
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

も
と
よ
り
各
種
テ
キ
ス
ト
の
章
品

の
分
量
及
び
そ
の
対
照
関
係
に
よ
る

　　
　

区
切
り

に
は
い
さ
さ
か
異
同
が
あ
り
、
〔A
〕
～

〔H
〕

の
区
分
も
右

に
示
し
た
品
名

の
呼
称
法
も
、
と
り
あ
え
ず
は
便
宜
的
に
記
述
す
る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
中
、
〔A
〕
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
で
は
仮
に

『仏
母
出
生
三
法

蔵
般
若
経
』
の
施
護
訳
に
従

っ
て
護
持
品
と
呼
称
し
た
が
、
そ
の
意
味

合
い
は
般
若
波
羅
蜜
の
受
持

・
護
持

・
総
持
に
よ
る
功
徳
を
称
讃
す
る

こ
と
の
謂
で
あ
る
。
眠
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本

で
は

(総
持
の
功
徳
の
称
讃
)
と
あ
り
、
V

・
W

・
X
と
同
義

で
、

古
訳

の
I

・
11
、
玄
　
訳
W
も
同
旨
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
、
鳩
摩
羅

什
訳
W

と
玄
　
訳
㎜
が

「不

(可
)
思
議
品
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
、

般
若
波

羅
蜜
を
久
行

・
久
修
習
す
る
菩
薩
道
に
お
い
て
、

一
切
法
、

一

切
智
も
不
分
別

・
不
可
思
議

に
し
て
、
さ
ら
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

『般
若
経
』
の
教
え
や
そ
の
流
布

の
あ
り
よ
う
が
示
さ
れ
て
、
不
思
議

　　
　

に

し

て
得

が

た

い
す

ぐ

れ
た

教

説

と

し

て
受

け

と

め

た
か

ら

で
あ

ろ

う

。

〔
B
〕
魔

事

品

は
、

い
わ

ゆ

る

「魔

事

」
、
魔

の
所

行

を

述

べ

る
重
要

な
章

品

で

あ

り
、

W

・
V

・
W

・
W

・
皿

・
眠

・
X

は

同

義

で

あ

る
。

こ

の
邪
悪

の
悪

魔

の
な

し

わ

ざ

に
気

づ

く

と

い
う

か

、

魔
行
を
わ
き
ま
え
る
と
い
う
意
味
で
、
古
訳

1

・
H
の
品
名
が
あ
る
。

〔C
〕
小
如
品
は
、
W
の

『小
品
般
若
経

』

の
品
名
か
ら
名
づ
け
た

が
、
こ
れ
は
同
じ

『小
品
般
若
経
』
大
如
品
第
十
五
の
品
名
に
対
応
す

る
も
の
と
し
て
、
皿
の

「真
如
品
」
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
鳩
摩
羅
什

訳

の
意
義
に
注
目
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
如
品
第
十
五
は
、
〈久

発
意
菩
薩
品
〉
に
続
く
第
六
章
品

〈不
退
転
菩
薩
品
〉
の
初
段
に
位
置

す
る
章
品

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ほ
か
の
各

種
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

双
が

(世
界
の
示
現
)
と
名
づ
け
て
い
る
こ
と
に
照

応
し
、
古
訳
の
ー
・
H
か
ら
、
V
・
W
・
冊
・
X
も
同
旨
と
見
て
よ
い
。

〔F
〕
不
思
議
品
は
、
1

・
H

・
V

・
珊

・
W

・
灰

・
X
の
大
方

の
品

名
に
よ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
、
W
は

「相
無
相
品
」
と
し
、
皿
は

「甚

深
相
品
」
と
し
て
、
上
掲
の
章
品
区
分
で
は
共
に

〔E
〕
段
か
ら
説
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
趣
旨
は
、
い
ず
れ
も
般
若
波
羅
蜜

の
は
た
ら
き
の
無
執
着
・不
分
別

の
あ
り
よ
う
を
受
け
と
め
た
も
の
で
、

一
方
は
不
思
議
と
理
解
し
、
他
方
は
甚
深
無
相
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
終
の

〔H
〕
讐
喩
品
は
、
各
種

テ
キ
ス
ト
類
同
で
、
難
破

し
た
船
の
馨
喩
を
強
調
す
る
W

・
皿
が

「船

(等
)
喩
品
」
と
い
う
品

名

で
あ
る
。
1

・
1

・
W

・
V

・
W

・
皿
は
、

こ
の
破
船

の
讐
喩
を
品

初
冒
頭
に
置

い
て
い
る
が
、
ち
な
み
に
本
稿

で
も
主
と
し
て
依
用
す
る

鳩
摩
羅
什
訳

『小
品
般
若
経
』
の
船
喩
品
第
十
四
は
、

爾
時
佛
告
須
菩
提
讐
如
大
海
中
船
卒
破
其
中
人
若
不
取
木
若
板
若
浮
嚢
若
死

屍
。
當
知
是
人
不
到
彼
岸
没
水
而
死
。
須
菩
提
。
其
中
人
若
取
木
板
浮
嚢
死
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小
品
系
般
若
経

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
教
説
構
造

(勝

崎
〉

三
二
四

屍
。
當
知
是
人
不
没
水
死
。
安
隠
無
悩
得
至
彼
岸

(大
正
八
・
五
六
〇
b
)

と
説
か
れ
て
い
る
。
般
若
波
羅
蜜
に
よ
く
守
護
さ
れ
て
い
れ
ぼ
、
中
道

に
し
て
退
く

こ
と
な
く
、
声
聞
辟
支
仏
地
を
過
ぎ
て
、
ま
さ
に
阿
褥
多

羅
三
貌
三
菩
提
に
住
す
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
最
初
の
讐

喩
で
あ
る
。

三

梶
芳
博
士
の
考
究
に
は
じ
ま
る
第
五
章
品

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
章

段
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
前
段
の
第
四
章
品

〈新
発
意
菩
薩
品
〉
の

教
説
を
継
承
し
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「新
発
意
菩
薩

の
章
」
か
ら

「久
発
意
菩
薩

の
章
」
へ
と
受
け
継
が
れ
る
そ
の
内
容
は
、

般
若
波
羅
蜜

の
教
え
を
繰
り
返
し
修
習
し
、
久
し
く
修
行
す
る
菩
薩
の

あ
り
方
と
し
て
教
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
教
説

の
様
式
は
、
仏

を
中
心

に
、
須
菩
提
、
舎
利
弗
、
帝
釈
天
と

い
う
主
要
な
対
告
衆
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
定
め
た
問
答
形
式
に
よ
っ
て
展
開
す
る
小
品
系
般

若
経

の
基
本
構
図
の
中
で
説
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
第

一
段

の

〔A
〕
護
持
品
は
、
久

行

・
久
修
習

・
久
発
意
の
菩
薩
思
想
を
提
起
し
、
加
え
て

〈久
発
意
菩

薩
品
〉
全
体

の
基
調
を
要
約
す
る
重
要
な
章
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

『小
品
般
若
経
』
不
可
思
議
品
第
十
の
経
文

に
よ
り
な
が
ら
、
小
品
系

般
若
経

の
構
成
上
の
基
本
形
と
い
っ
て
よ
い
説
示
形
式
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
最
初
に
、
帝
釈
天

(釈
提
桓
因
)
が
、

爾
時
繹
提
桓
因
作
是
念
。
若
人
得
聞
般
若
波
羅
蜜
者
。
當
知
是
人
己
曾
供
養

諸
佛
。
何
況
受
持
讃
誦
。
如
所
説
學
如
所
説
行
。
若
人
聞
説
深
般
若
波
羅
蜜
。

受
持
讃
誦
如
所
説
行
。
當
知
是
人
已
曾
多
供
養
佛
廣
問
其
義
。
於
過
去
諸
佛
。

聞
深
般
若
波
羅
蜜
。
不
驚
不
怖

(大
正
八

・
五
五
三
c
)

と
問
い
起
こ
す
冒
頭
の
言
葉
に
対
し
て
、
舎
利
弗
が
帝
釈
天

の
思
案
を

推
察
し
て
、

爾
時
舎
利
弗
白
佛
言
。
世
奪
。
若
菩
薩
摩
詞
薩
。
能
信
解
深
般
若
波
羅
蜜
。
當

知
是
菩
薩
如
阿
毘
跛
致
。
何
以
故
。
世
奪
。
若
人
於
過
去
世
。
不
久
行
深
般

若
波
羅
蜜
。
則
不
能
信
解

(大
正
八

・
五
五
三
c
)

と
述
べ
て
、
仏
の
教
え
を
改
め
て
要
請
す
る
と

こ
ろ
か
ら
教
説
が
は
じ
ま

る
。
こ
こ
で
は
す
で
に
深
い
般
若
波
羅
蜜

と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
に
お
い
て
深

い
般
若
波
羅
蜜
を
よ
く
聞

い
て
、

受
持

・
読
誦
し
、
よ
く
信
解
し
て
い
る
も
の
は
、
過
去

に
お
い
て
も
般

若
波
羅
蜜
を
よ
く
信
解
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
過
去

か
ら
久
し
く
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
て
い
な
い
も
の
は
、
現
在

に
お
い
て

よ
く
信
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
う
帝
釈
天
や

舎
利
弗
の

一
つ
の
疑
義
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
仏
の
助
言
の
ご
と

き
教
え
か
ら
、
舎
利
弗
も
帝
釈
天
も
、
深
い
般
若
波
羅
蜜
を
現
在
に
お

い
て
よ
く
聞

い
て
い
る
も
の
は
、
す
で
に
久
し
い
間
に
わ
た
っ
て
般
若

波
羅
蜜
を
聞

い
て
、
久
し
く
大
乗
に
進
み
入

っ
た
菩
薩
で
あ
る
と
、
お

互

い
に
み
ず
か
ら
気
づ
き
、
わ
き
ま
え
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

佛
言
。
如
是
如
是
舎
利
弗
。
若
未
受
記
菩
薩
。
得
聞
深
般
若
波
羅
蜜
。
當
知

是
菩
薩
久
護
大
乗
心

(大
正
八
・
五
五
四
a
-
b
)
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三
二
五

と

い
う

仏

の
教

え

が

帰

結

と

な

る
。

こ

こ

で
舎

利

弗

が

適

切

な

讐

喩

を
思

い

つ
い

て
説

き

明

か

し

、
結

局

は
、佛

言
。
善
哉

善
哉
舎
利
弗
。
汝

所
樂
読
者
皆
佛
神
力

(大
正
八

・
五
五
四

c
)

と

あ

る

よ
う

に

、

舎

利

弗

は
仏

の
護

辞

を
受

け

、

楽

説

と
仏

の
威

神

力

(σ
二
血
匹
げ
①
ー9昌
二
げ
ず
91<
9
)

を
確

認

す

る

の

で
あ

る
。

こ

こ
に
至

っ

て
よ

う

や

く

須

菩

提

が
登

場

し

、

須
菩
提
白
佛
言
。
世

奪
。
菩
薩
摩

詞
薩
詞
薩

云
何
得

具
足
修
習
行
般

若
波
羅

蜜

(大
正
八

・
五
五

四

c
)

と
問

い
尋

ね

て

、
仏

が
菩

薩

道

を

久

行

す

る

も

の

の
姿

を
説

き

示

す

こ

と

に

な

る
。

す

な

わ

ち

、

世
奪
。
般
若
波

羅
蜜

如
是
誰
能
信
解
。
須
菩
提
。
若
久
行
菩
薩
道
者
。
世
奪
。

云
何
菩
薩
得
名

久
行
。

須
菩
提
。
若
菩
薩

行
般
若
波
羅
蜜
。
不
分
別
佛

十
力

四
無
所
畏
。
乃
至
不
分
別
薩
婆
若
。
是

名
久
行
。
何
以
故
。
佛
十
力

不
可
思

議
。
四
無
所
畏
十
八
不
共
法
不

可
思
議
。

乃
至
薩
婆
若

不
可
思
議
。

色
不
可

思
議
。

受
想
行
識
不
可
思
議
。

一
切
法

亦
不
可
思
議
。
菩
薩
如
是

行
者
。

是

名
無
塵
所
行
而
行
般
若
波
羅
蜜
。
是
故

名
爲
久
行

(大

正
八

・
五
五
四

c
ー

五
五
五

a
)

と

い
う
仏

と
須

菩

提

の
問

答

で
示

さ

れ

る
。

菩

薩

が
般

若

波

羅

蜜

を
行

ず

る
時

、
仏

の
十

力

・
四
無

所

畏

以

下

、

一
切

智

に
至

る
ま

で
不

分

別

で
あ

る
な

ら

ぼ

、

つ
ま

り

執

ら

わ

れ

な

い
な

ら

ば

、

そ

れ

を

菩

薩
道

を
久

行

す

る

こ
と

と
名

づ

け

る

と

し
、

そ

の
わ

け

は
仏

の

十

力

・
四
無

所

畏

以
下

、

一
切

法

は
不

可

思

議

で
あ

る
か

ら

で
あ

る

と

す

る
。

こ

の
不

可

思
議

一を

汲

み
取

っ

て
、

『
小

品

般

若

経

』

は
不

可

思
議

品
第

十

の
章

品

名

と

し

た

の

で
あ

る
。

そ
し

て
続

く

一
段

で

は
、

…
…
須
菩
提
。
若
善
男
子
善
女

人
。

欲
書
爲
讃
誦
如
所
説
行
般

若
波
羅
蜜
乃

至

一
歳
當
疾
疾
爲

之
。
須
菩
提
。
珍
寳

法
多
有
怨
賊
。
世
尊
。
般
若
波
羅
蜜
。

悪
魔
常
欲
伺
求
断
絶
。
須
菩
提
。

悪
魔
難
欲
伺
求
断
絶

亦
不
能

得
。
舎
利
弗

白
佛
言
。
世
奪
。
誰
紳
力
故
。

悪
魔
不
能
留
難
般
若
―波

羅
蜜
。

舎
利
弗
。
佛

神
力
故
悪
魔
不
能

留
難

(
大
正
八

・
五
五

五

a
)

と

い
う

悪

魔

の
障

害

を

よ
く

克

服

す

る

こ
と

を

説

き

、
仏

の
威

神

力

に

よ

っ
て
、

さ

ら

に
諸

仏

の
加

護

・
護

念

に

よ
一っ
て
魔

の

所

行

が
超

克

さ

れ

る

と
説

き
進

め

ら

れ

る

。

加

え

て
、

善

男

子

・
善

女

人

へ
向

け

て

、

般

若

波

羅

蜜

の
受

持

・
読

誦

・
書

写

を

勧

奨

し

て
、

実

は

こ

こ

で

は
ま
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三
二
六

ず
書
写

を
第

一
に
挙
げ
て
、
そ
の
福
徳
の
多

い
旨
を
説
き
明
か
す
。

舎
利
弗
。
若
求
佛
道
善
男
子
善
女
人
。
受
持
讃
誦
般
若
波
羅
蜜
。
則
近
阿
褥

多
羅
三
貌
三
菩
提
。
乃
至
自
書
若
使
人
書
。
書
已
受
持
讃
誦
。
以
是
因
縁
其

福
甚
多

(大
正
八
・
五
五
五
a
)

右
の
経
文
に
よ
れ
ぼ
、
み
ず
か
ら
書
写
を
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
他

の

人
々
に
も
書
写
を
勧
め
る
功
徳
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

以
上

の
教
説
を
解
釈
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
ょ
う
。

の

仏
を
中
心
に
登
湯
す
る
須
菩
提
、
舎
利
弗
、
帝
釈
天
の
応
答
経
文

口

「善
哉
善
哉
」
の
讃
辞
と
楽
説
及
び
仏
の
威
神
力
の
承
認

口

「不
驚
不
怖

(不
没
不
退
)」
の
基
本
提
題
に
よ
る
繰
り
返
し
の
反
省

四

『
小
品
般
若
経
』
初
品
第

一
で
、
新
発
意
菩
薩
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、

「是
名
獲
大
乗
心
大
荘
嚴
菩
薩
摩
詞
薩
善
知
識
」
(大
正
八
・
五
三
八
c
)

等
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応

㈲

「魔
事
」、
つ
ま
り
悪
魔
の
障
害
を
挿
入
し
て
、
般
若
波
羅
蜜
の
実
践

へ

の
警
告

因

善
男
子

・
善
女
人
へ
の
般
若
波
羅
蜜
の
受
持

・
読
誦

・
書
写
の
勧
奨

こ
の
よ
う
な

『小
品
般
若
経
』
不
可
思
議
品
第
十
を
中
心
に
見
る

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の

〔A
〕
の
説
示
形
態
は
、
〈須
菩
提
品
〉
〈天
王

品
〉
〈善
男
子
善
女
人
品
〉
〈新
発
意
菩
薩
品
〉
と
次
第
す
る
小
品
系
般

若
経
の
教

説
構
造
と
ま
っ
た
く
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
同

一

経
曲
ハの
中
の
経
文
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
で
あ
っ
て
当
然

で
あ
ろ
う
が
、

実
は
こ
の
同
種

の
説
示
形
式

の
中
に
こ
そ
小
品
系
般
若
経
の
教
説

の
基

調
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
意
味
を
本
稿
の

一

つ
の
目
的
と
し
た
い
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
菩
薩
が
般
若
波
羅
蜜

を
修
習

・
修
行
し
て
行
く
教
説
と
、
そ
の
教
説
を
受
持

・
読
誦

・
書
写

し
て
信
仰
を
勧
め
て
行
く
善
男
子

・
善
女
人

の
教
説
と
が
不
可
分
に
混

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
明
ら
か
に
指
摘
で
き
る
。
〔A
〕
護
持
品

の

呼
称
の
よ
う
に
、
般
若
波
羅
蜜

の
受
持

・
読
誦

・
書
写

の
功
徳
が
大

い

に
称
讃
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
〔A
〕
の
品
末

に
よ
く
知
ら
れ
る

『般
若
経
』
の
流

布
説
が
説
か
れ
る
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る

『般
若
経
』
の
北
方
流
布
説

で
あ
る
。
『小
品
般
若
経
』
で
は
、

舎
利
弗
。
如
來
滅
後
般
若
波
羅
蜜
。
當
流
布
南
方
。
從
南
方
流
布
西
方
。
從

西
方
流
布
北
方
。
舎
利
弗
。
我
法
盛
時
無
有
滅
相
。
北
方
若
有
乃
至
書
爲
受

持
供
養
般
若
波
羅
蜜
者
。
是
人
亦
爲
佛
眼
所
見
所
知
所
念
。
舎
利
弗
白
佛
言
。

世
奪
。
後
五
百
歳
時
。
般
若
波
羅
蜜
當
廣
流
布
北
方
耶
。
舎
利
弗
。
後
五
百

歳
當
廣
流
布
北
方
。
其
中
善
男
子
善
女
人
。
聞
般
若
波
羅
蜜
。
受
持
讃
誦
修

習
。
當
知
久
護
阿
褥
多
羅
一三
貌
三
菩
提
心

(大
正
八
・
五
五
五
a
-
b
)

　　
　

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
般
若
波
羅
蜜

の
教
え
は
如
来
の
滅
後
、
ま
ず
南

方
で
流
布
し
、
続
い
て
西
方
に
流
布
し
、
滅
後
五
百
年
に
北
方
に
流
布

す
る
と
い
う
。
「成
立
場
所
に
関
し
て
は
、
意
見
は
ほ
ぼ

一
致
し
て
い

る
。
即
ち
南
イ
ン
ド
で
発
生
し
、
西
イ
ン
ド

に
移
り
、
北
イ
ン
ド

(或

は
西
北
イ
ン
ド
)
で
発
展
し
た
と
い
う
大
部
般
若
経
典
の
記
述
が
、
真
実

性
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
(中
略
)

こ
の
よ
う
な
記
事
は
、
般
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三
二
七

若
経
典

が
ク
シ
ャ
ー
ナ

朝
時
代
に
、
北
方

で
発
展
し
た
こ

す
　

と
を
推
察

せ
し
め
る
」
と
い
う
見
解
を
、
今
は
諒
と
し
た
い
。
た
だ
こ

こ
で
は

『小
品
般
若
経
』
の
引
文
に
見
え
る

「後
五
百
歳
當
廣
流
布
北

　ゆ
　

方
」
の
仏
滅
後
五
百
年
と
い
う
記
載
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
あ
わ
せ

て
、
そ

の
中
の
善
男
子

・
善
女
子
が
般
若
波
羅
蜜
を
受
持

・
読
誦

・
修

習
し
て
久
発
無
上
正
等
菩
提
心
と
な
る
と
い
う
教
説
に
留
意
し
た
い
。

四

〈久
発
意
菩
薩
品
〉
の
全
容
は
、
先
掲
し
た
よ
う
に
、
〔A
〕
～

〔H
〕

の
教
説
全
般
で
教
示
さ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し

こ
こ
で
は
紙
幅

の
都
合
も
あ
っ
て
、
上
述

の
よ
う
に
、
〔A
〕
讃

持
品
の
教
説
構
造

の
解
釈
を
示
し
て
、
後
段

の
教
説
を
推
し
測
る
程
度

に
留
め
た

い
。

〔
B
〕
魔
事
品
で
は
、
魔

の
所
行

の
超
克
を
強
調
し
、
魔
事
を
離
れ

て
久
行

・
久
修
習
す
る
こ
と
を
勧
説
す
る
。

こ
の
章
段
は
、
〈新
発
意

菩
薩
品
〉

の

〔B
〕
地
獄
品
に
相
当
し
、
般
若
波
羅
蜜
行
の
菩
薩
道
の

　
　
　

中
で
か
な

ら
ず
通
過
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
教
説
で
あ
る
。

続
く

〔C
∀
少
如
品
は
、
衆
生
心
を
は
じ
め
と
す
る
現
象
世
界
の
あ

り
よ
う
の
中
で
執
着

・
分
別
を
離
れ
、
真
如

の
実
相
を
い
か
に
理
解
し

て
行
く
か
と
い
う
こ
と
を
説
き
進
め
る
章
段
で
あ
り
、
世
間

・
世
界
の

諸
相
を
説
示

・
顕
示
す
る
と
い
う
意
味
で
、
I

・
11

・
V

・
W

・
W

・

取

・
X
の
各
種
テ
キ
ス
ト
の
章
品
名

は
諒
解

で
き
る
し
、
皿
の

〔D
〕

の

「真

如

品
」

の
品

名

も

納

得

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

た

だ

こ

の
章

段

の

は

じ

め

に

は
、

い
わ

ゆ

る
仏

母

の
讐

喩

が

示

さ

れ

、

諸

仏

の

一
切

智

も

す

べ

て
般

若
波

羅

蜜

よ

り
生

ず

る
と

説

か

れ

る
。

須
菩
提
讐
如
母
人
多
有
諸

子
。
若

十
若

百
乃
至
十
萬
。
其
母
有

疾
諸
子
各
各

勤
求
救
療
。
皆
作
是

願
。
我
等

要
當
令

母
久
壽
身
膣
安
隠
無
諸

苦
患
風
雨
寒

熱

蚊
螢
毒
贅
。
當

以
諸
藥
因
縁
令
母
安
隠
。
何

以
故
。
生
育
我
等
賜
與
壽
命
。

示
悟
世
問
其
恩
甚
重
。
須
菩
提
。
今
十
方

現
在

諸
佛
。
常
念
般
若
波
羅
蜜
。
皆

作
是
言
。
般
若
波
羅
蜜
。

能
生
諸
佛
。

能
示
薩
婆
若
。

何
以
故
。

諸
佛
薩
婆

若
。

皆
從
般
若
波
羅
蜜
生
故

(
大
正
八

・
五
五
七
b
―

c
)

『八
千
頒
般
若
経
』
で
は
、
「如
来
の
母
で
あ
り
、
親
で
あ
る
」
と
宣
言

し
て
い
る
が
、
般
若
波
羅
蜜

の
教
説

の
一
つ
の
帰
着
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、

〔F
〕
不
思
議
品
で
般
若
波
羅
蜜

の
無
執
着

・
不
分
別
の

不
思
議
が
説
か
れ
、
〔H
〕
讐
喩
品
に
示
さ
れ

る
い
く
つ
か
の
喩
え
に

よ
っ
て
改
め
て
教
説
内
容

の
理
解
を
深
め
て
行

く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
〔A
〕
讃
持
品
に
開
示
さ
れ
る
教
説
を
、
〔B
〕

～

〔H
〕

の
諸
段
に
よ
っ
て
再
び
詳
説
し
て
繰

り
返
し
、
深

い
般
若
波

羅
蜜
の
教
え
を
改
め
て
確
認
し
て
行
く
の
が
、

つ
ま
り
は

〈久
発
意
菩

薩
品
〉
の
教
説
構
造

の
特
色
で
あ
る
。

(註
省
略
)

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

般
若
経
、
菩
薩
思
想
、
久
発
意
菩
薩(大

正
大
学
助
教
授
)
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